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由
緒

祭
神

造
営

鵺
退
治

土
蜘
蛛
退
治

　
平
安
時
代
中

期
、
射
術
に
す

ぐ
れ
た
源
頼
光

と
頼
光
四
天
王

と
呼
ば
れ
て
い

る
渡
辺
綱
、
碓

井
貞
光
、
ト
部

季
武
、
坂
田
金

時
の
四
人
と
藤

原
（
平
井
）
保

昌
の
六
人
で
「
土
蜘
蛛
退
治
」
を
す
る
場

面
で
あ
る
。
衣
服
の
袖
に
家
紋
が
彫
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
特
定
す
る

鍵
と
な
っ
て
い
る
。

　
頼
光
と
四
天
王
は
、
大
江
山
酒
呑
童
子

退
治
で
も
有
名
で
あ
る
。

俵
藤
太
と
龍
神

　
俵
藤
太
（
藤

原
秀
郷
）
に
琵

琶
湖
に
住
む
龍

神
が
湖
を
荒
ら

す
近
江
三
上
山

の
大
百
足
を
退

治
し
て
も
ら
い

た
い
と
姫
に
化

身
し
て
頼
み
込

ん
で
い
る
場
面

で
あ
る
。

　
弓
矢
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
秀
郷
は
、

三
本
の
矢
で
見
事
に
大
百
足
を
退
治
す
る
。

　
龍
神
の
竜
宮
に
て
御
礼
に
と
、米
を
使
っ

て
も
使
っ
て
も
尽
き
な
い
米
俵
を
も
ら
っ

た
こ
と
か
ら
「
俵
藤
太
」
と
称
さ
れ
た
。

格
天
井
の
絵
画　

雲
蝶
は
彫
刻

の
み
な
ら
ず
絵

画
に
も
才
能
が

有
り
、
各
地
に

名
作
を
遺
し
て

い
る
。

　
格
天
井
は
九

十
七
枚
の
絵
画

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
中
央
に
大
き
く
三
条
文
人
画
家
・
帰
山

雲
涯
の
「
龍
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
雲
蝶

の
作
品
は
三
枚
が
確
認
で
き
て
い
る
。

●
椿
と
花
器
と
鋏
（
右
写
真
）

●
翁
面
と
鳥
帽
子
と
竿
　
●
生
け
花

　
　
代
仲
哀
天
皇
の
皇
后
。
天
皇
の
死
後

に
新
羅
に
出
陣
し
凱
旋
の
後
、
九
州
筑
紫

の
地
で
　 

代
応
神
天
皇
を
生
ん
だ
。
一
般

に
神
功
皇
后
の
姿
は
鎧
冑
を
つ
け
た
凛
々

し
い
女
武
者
姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
皇

子
を
優
し
く
抱
い
て
授
乳
し
て
い
る
姿
の

図
。
足
元
の「
武
内
宿
禰
」は
五
人
の
天
皇

に
二
百
数
十
年
仕
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。「
神
功
皇
后
」と
「
武
内
宿
禰
」
は
共
に

実
在
し
た
か
ど
う
か
不
明
の
伝
説
の
人
。

　
鵺
は
頭
が
猿
、
胴
体
は
狸
、
手
足
は
虎
、

尾
は
蛇
と
い
う
伝
説
上
の
怪
物
で
あ
る
。

　
平
安
時
代
の
末
期
、
武
勇
の
誉
れ
高
い

源
頼
政
（
源
三
位
頼
政
と
称
さ
れ
た
）
が

御
所
に
て
黒
雲
に
向
か
い
矢
を
放
ち
、
地

上
に
落
ち
て
き
た
鵺
を
、
家
来
の
猪
早
太

が
短
刀
で
止
め
を
刺
す
場
面
が
彫
ら
れ
て

い
る
。

　
戦
国
時
代
に
武
断
派
武
将
と
し
て
大
活

躍
し
た
。「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
で
は
先

鋒
と
し
て
朝
鮮
へ
出
兵
し
た
清
正
が
朝
鮮

の
王
子
を
捕
虜
に
し
た
図
。
陣
中
で
の「
虎

退
治
」
は
有
名
で
あ
る
。

作
品
に
は
「
大
日
本
肥
後
国
熊
本
加
藤
主

計
之
頭
清
正
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
大
変
躍
動
感

溢
れ
る
一
対
の

「
獅
子
」
が
柱

に
巻
き
つ
い
て

取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
。
細
部

ま
で
入
念
に
彫

刻
さ
れ
て
い

る
。

　
手
挟
み
に
は

巧
み
な
透
し
彫

り
の
波
間
に
「
亀
と
鯉
」
が
隠
し
彫
り
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
も
ら
い

た
い
。

　
今
も
飛
び
出

さ
ん
ば
か
り
の

大
迫
力
の「
龍
」

が
お
ど
り
、
下

部
に
は
「
波
間

に
千
鳥
」
が
遊

ん
で
い
る
。

　
龍
に
は
地

元
で
こ
ん
な

伝
説
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

「
当
初
、
龍
の
首
は
右
を
向
い
て
た
。
暫
く

し
て
、
夜
な
夜
な
田
よ
り
不
気
味
な
水
音

が
聞
こ
え
て
住
民
が
安
心
し
て
眠
ら
れ
な

い
。
ど
う
も
龍
が
夜
毎
に
降
り
て
水
を
飲

み
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
雲
蝶

に
相
談
し
て
龍
の
首
を
左
向
き
に
付
替
え

た
と
こ
ろ
、
不
気
味
な
音
は
止
ん
だ
そ
う

だ
。」

石
川
雲
蝶
と
作
品

　

石
川
雲
蝶
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
江
戸
の
雑

司
ヶ
谷（
東
京
都
豊
島
区
）に
生
ま
れ
る
。
名
は
安
兵
衛
。

若
く
し
て
石
川
流
の
彫
刻
師
と
し
て
名
を
馳
せ
る
。
本

成
寺
檀
家
総
代
の
三
条
金
物
商
の
内
山
又
蔵
と
江
戸
で

出
会
い
懇
願
さ
れ
、
法
華
宗
総
本
山 

本
成
寺
の
本
堂
欄

間
と
納
骨
堂
干
支
を
始
め
、
塔
頭
寺
院
に
数
々
の
作
品

を
遺
し
て
い
る
。

　

石
動
神
社
の
拝
殿
は
、
石
川
雲
蝶
晩
年
の
傑
作
に
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
向
拝
正
面
の
梁
の
「
龍
」
は
拝

殿
を
火
災
か
ら
守
護
す
る
為
に
、
今
に
も
抜
け
出
し
て
、

水
を
吐
き
そ
う
な
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
梁
を
支
え
る

門
柱
に
は
一
対
の
「
獅
子
」
が
社
殿
を
災
難
か
ら
守
っ

て
い
る
。
向
拝
と
拝
殿
を
継
ぐ
手
狭
み
の
波
間
に
漂
う

「
亀
と
鯉
」
は
鯉
が
隠
し
彫
り
に
さ
れ
て
い
て
、
雲
蝶

の
遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

拝
殿
回
廊
の
右
脇
障
子
に
「
神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰
」

が
、
左
脇
障
子
に
は
「
加
藤
清
正
と
高
麗
人
」
の
作
品

が
あ
る
。
両
作
品
共
に
欅
の
木
目
を
巧
に
活
用
し
た
名

作
で
あ
る
。

　

拝
殿
内
正
面
の
欄
間
に
は
三
組
の
場
面
（
作
品
）
が

彫
工
さ
れ
て
あ
る
。

右
が
源
頼
政
の
「
鵺
退
治
」、
中
央
二
枚
が
源
頼
光
と

四
天
王
に
よ
る
「
土
蜘
蛛
退
治
」、
左
は
俵
藤
太
の
「
大

百
足
退
治
と
龍
神
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
作
品
も
無
彩

色
で
材
質
と
木
目
を
巧
に
利
用
し
た
名
作
で
あ
る
。

　

雲
蝶
は
三
条
付
近
の
み
に
あ
ら
ず
県
内
各
地
に
多
く

の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
遺
し
て
い
る
。

　

三
条
四
ノ
町
酒
井
家
に
婿
入
り
し
、
妻
「
く
に
」
と

の
間
に
長
女「
浪
」と
長
男「
儀
平
」が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月
十
三
日
死
去
（
享

年
七
十
才
）

　

位
牌
は
塔
頭
寺
院
蓮
如
院
に
有
り
、
墓
は
本
成
寺
本

堂
の
東
側
に
あ
る
。

　

主
神
は
伊
須
流
岐
比
古
命
で
能
登
国
（
石
川
県
）
石
動
山
天
平
寺
よ
り
、

延
歴
三
年
（
七
八
四
）
に
歓
請
さ
れ
、
医
薬
の
神
「
権
現
様
」
の
名
で
近
郷

の
み
な
ら
ず
遠
来
か
ら
の
信
仰
を
集
め
名
高
い
。
麓
の
御
堂
ヶ
原
に
あ
っ

た
社
を
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
頃
に
権
現
山
の
頂
上
に
還
座
さ
れ
る
。

幕
末
の
慶
応
年
間
に
消
失
し
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
再
建
さ
れ
る
。

　

大
正
九
年
十
月
八
日
に
「
村
社
」
と
な
り
、益
々
村
民
の
崇
拝
を
集
め
る
。

　

毎
年
四
月
に
「
春
季
大
祭
」、
ま
た
「
夏
季
大
祭
」
は
現
在
七
月
十
三
日

に
近
い
土
・
日
曜
日
に
「
花
灯
籠
ま
つ
り
」
と
し
て
五
穀
豊
穣
・
氏
子
安
全

を
祈
願
し
て
参
道
や
神
社
を
華
や
か
に
飾
り
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

石
動
神
社
の
造
営
に
は
、
紆
余
曲
折
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
火
災
後
再

建
に
か
か
る
も
戊
辰
戦
争
の
戦
禍
の
為
し
ば
ら
く
中
断
す
る
が
翌
年
頃
よ

り
再
び
始
ま
る
。
山
頂
で
風
雪
が
強
い
事
か
ら
、
軒
丈
を
一
尺
低
く
せ
よ

と
の
断
が
下
さ
れ
、
吉
野
屋
宮
大
工
棟
梁
の
松
尾
嘉
治
は
全
体
の
調
和
が

崩
れ
後
々
の
名
折
れ
に
な
る
と
無
念
さ
を
滲
ま
せ
た
と
い
う
。

　

雲
蝶
は
本
成
寺
檀
家
の
吉
野
屋
村
庄
屋
の
木
原
家
に
請
わ
れ
、
造
営
中

の
石
動
神
社
拝
殿
の
彫
刻
に
着
手
す
る
。
雲
蝶
は
棟
梁
の
松
尾
家
に
滞
在

し
て
、
制
作
に
没
頭
す
る
。
そ
の
後
庄
屋
・
木
原
家
に
移
り
寝
食
を
忘
れ

て
仕
事
に
励
み
、
よ
う
や
く
明
治
五
年
に
完
成
す
る
。

伊
須
流
岐
比
古
命

菊
理
比
売
命

建
御
名
方
命

大
山
祇
命

大
山
昨
命

大
字
迦
命

市
杵
島
比
流
命

医
薬
の
神

農
業
の
神

農
業
の
神

山
の
神

開
拓
の
神

農
業
の
神

海
・
水
の
神

①

④
③③

⑤⑥⑦
拝殿内

拝殿内天井

②

表紙 裏表紙

中面 2

中面 1

石
動 

神
社

三
条
市
指
定
文
化
財

越
後
の
名
匠

石
川
雲
蝶
を
訪
ね
て

三条観光協会／三条雲蝶会

苔
む
す
石
段
の
社
で

　
　
　
　

鬼
才
の
彫
刻
に
出
会
う

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

欄
間

中
央
の
二
面

欄
間

左
側
の
一
面

欄
間
右
側
の
一
面
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駐車場
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▷上越新幹線 「燕三条駅」より車30分
▷北陸自動車道 「三条燕 IC」より車30分
▷北陸自動車道 「栄スマートIC」より車20分

吉野屋フォーラム内あり
（石動神社より徒歩5分）

残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
経
年
退
色
で
判
明
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。

獅
子

龍
と
千
鳥

加
藤
清
正
と
高
麗
人

左
脇
障
子

向
拝
左
右

向
拝
中
央

神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰

右
脇
障
子

⑧

ご
ん
げ
ん
さ
ま

や
し
ろ

・
・
・

いするぎ

石
動
神
社
の
祭
神

石動神社
しらさぎ
森林公園吉野屋フォーラム

パール金属
スタジアム

三条市
総合運動公園

◁至新潟

JR信越線

コメリ
県央工業高

北陸自動車道
栄スマートIC

◁三条燕IC

至長岡▷

三条市役所
栄庁舎
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三
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ケ
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刻
名

材
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寸
法
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160

明
治
五
壬
申
仲
春 

石
川
匠
雲
蝶

松

刻
名

材
質

寸
法

cm×

　
cm

52

160

匠
雲
蝶

松

刻
名

材
質

寸
法

cm×

　
cm

52

160

匠
雲
蝶

銀
杏

二
面
共
に

刻
名

材
質

寸
法

cm×

　
cm

130

65

石
川
匠
雲
蝶

ケ
ヤ
キ

刻
名

材
質

寸
法

刻
名

材
質

右 

三
条 

石
川
安
兵
衛 

匠
雲
蝶

左 

明
治
二
己
巳
初
秋 

彫
工

ケ
ヤ
キ

材
質
　
ケ
ヤ
キ

三
枚
共
に
匠
雲
蝶
　   

の
落
款
が
あ
る
。


